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研究成果の概要（和文）： 
英語能力が高くても日本人が会話に参加できないのは、ターンと発話量、あいづち、自己開示、
話題の展開スタイル、質問と答え、他者修復などの語用的側面が英語母語話者と異なるからで
あるという仮説を検証した。英語母語話者の初対面会話を英・米・豪で収録し、日本で収録し
た日本語の会話とこれらの項目について分析・比較した。その結果、日本語母語話者の自己開
示の内容・深度の差、話題の展開スタイル、あいづち、質問、他者修復の用法の違いが明らか
になった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Japanese speakers with high English proficiency test scores do not always prove to be 
effective communicators in English. The purpose of this research is to verify a claim 
that the Japanese native speakers’ pragmatic transfer can negatively affect 
intercultural conversations in English. We first analyzed conversational data collected 
in Britain, the U.S.A and Australia to see if there is a common conversational style in 
the Inner Circle English speakers and concluded there is not much difference among them. 
By comparing the results with the Japanese conversational data collected in Japan, we 
found the differences between the speakers of the two languages in back channels, 
self-disclosure, question-answer sequences and topic development styles. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）文部科学省の「「英語が使える日本人」
の育成のための戦略構想」では日本人は英語

力が十分でないため外国人との交流が制限さ
れたり、国際的に適切な評価が得られないこ
とが指摘されている（文部科学省、2002）。 
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（２）英語の文法、語彙、発音などを十分に
習得した日本人でも英語での反論、会話で発
言権を得、主張を述べることに困難を感じて
いると報告されている（寺内・小池・高田他、
2008）。 
 
２．研究の目的 
英語能力が高い日本人であっても会話に参加
できないのは、英語文化を反映する話者交
代・話題の展開・自己開示などの語用論的相
違が原因であるという仮説を検証し、英語教
育への提言を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）英語話者の語用論的特徴が母語話者の
英語変種により異なるかを検証するために
英・米・豪の会話データを現地で収集した。
変数を制限するため大学卒男性 3名による 30
分の初対面会話を各 10 会話以上収録・書記化
し、語用特徴を分析した。 
 
（２）英語話者と同じ条件の日本語会話を同
数以上収録、書記化、語用特徴を分析・比較
した。 
 
（３）英語と日本語会話の分析結果を検証す
るため、英語話者と日本語話者による英語会
話を同数以上収録、書記化、語用特徴を分析・
比較した。 
 
４．研究成果 
日・英語会話の語用指標を明らかにするため
に、研究代表・分担者は収録した会話データ
を用い、下記の項目について英語の 3 変種間
の比較、日本語の分析、研究対象によっては
異文化会話を比較し、次のような結果を得た。 
 
（１）ターンと発話量 
三英語圏の 3 人初対面男性初対面会話では発
話量、ターン数、そして 3 者間のそれらの配
分において、地域間で有意な差は認められな
かった。すなわちこれらの英語圏の初対面会
話においては同じようなリズムで会話が進む
ことが分かった。また 3 者間での発話量やタ
ーンの配分も類似傾向がみられた。このこと
はこれらの地域では発話量とターンに関する
規範があり、従って発話量やターン数は語用
指標となる可能性が示唆された。また同条件
の日本語会話においても 3 者間での配分は英
語圏と同じような結果を得た。これは、今ま
で指摘されてきた日本語会話の話者間配分の
不均衡とは異なるもので、今後さらなる分析
と考察が必要である。さらにターンの種類を
分析したところ、英語会話では「奪い取り」
が日本語会話よりも多く出現していることが
明らかとなった。このことが日本語母語話者

が英語会話でうまくターンをとれない一つの
理由となっていると考えられる。 
 
（２）あいづち 

イギリス英語会話、アメリカ英語会話、オー

ストラリア英語会話、日本語会話におけるあ

いづちの使用状況を調査した。３種の英語会

話では語彙的あいづちが多く用いられ、日本

語会話では非語彙的あいづちが多く用いられ

ていた。生起環境については、英語会話では

文末に打たれるのに対し、日本語会話では中

途発話文の後に打たれることが多いことが明

らかになった。 

 
（３）話題の展開スタイル 
日本語と英語とでは、会話参加者が協力して
話題を展開させるスタイルに大きな相違がみ
られた。日本語では、一方が話し、他方はあ
いづちや共感の表明をすることで話題展開を
はかる「モノローグスタイル」が多用される
のに対し、英語では参加者相互に情報要求や
情報提供を行う「インタラクティブスタイル」
が多用されることが明らかになった。 
 
（４）自己開示 
英語会話では、話し手は自分の個人情報・体
験・感情などを story として語り、自己開示
が大きい傾向がある。聞き手は質問をしたり、
コメントをしたりして話し手の自己開示を促
す。また聞き手自身が、話し手が語った story
への共感を表すために、自分の経験などを
story として語り自己開示する。英語会話に
お い て は 、 話 し 手 と 聞 き 手 が 共 同 で
storytelling を行い、その結果、自己開示が
大きくなる傾向がある。一方、日本語会話で
は話し手が自分の情報や体験を語ることは少
なく、聞き手が話し手の自己開示を促すこと
も少ない。その結果話し手の自己開示の度合
いは英語会話に比べて小さい。また聞き手自
身が話し手への共感を示すために行うのは、
もっぱらあいづちなどで、聞き手自らが体験
を語るなどの自己開示を行うことは少ない。 
 
（５）質問と答え方 
形態的質問文は日本語母語話者の方が多用し
ていた。質問文の機能に次のような日英の差
が見られた。英語話者は「真偽」を答えさせ
たり、情報補充を求めるのに対し、日本語話
者は同意を求めるものが多い。日本人が英語
を話す際には、真偽の判断、情報補充の質問
を行い、また質問を受けた時にも、求められ
たものを充足する回答量と形式を用いる必要
がある。 
 
（６）他者修復 
母語会話では、英語・日本語母語話者のどち



らも他者修復をあまりしないが、両者を比較
すると日本語話者の方が英語話者よりも多く
他者修復をする。英語の異文化会話において
も、日本語母語話者は英語母語話者よりも他
者修復を多用するが、母語である日本語の他
者修復では疑問文を使用しているのに対し、
英語の異文化会話では相手の発言の一部の繰
り返しによる確認が多いことがわかった。 
 
（まとめ） 
以上の分析結果から、英・米・豪の英語変種
の語用には大きな差がなく、母語話者に共通
する語用指標を明示できることがわかった。
この結果と日本語母語話者の会話とを比較す
ることにより、ターンの取り方、話題の展開
スタイル、あいづち、自己開示、質問と答え、
他者修復に相違があることがわかった。日本
人が英語会話において、必要な時にターンを
取り、発言をするためには、日英語の会話ス
タイルの違いを知り、状況に応じて日本語の
会話スタイルとは異なる相手とより積極的に
関わる英語の会話スタイルを使うことができ
るようになることが必要であるといえる。 
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